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◇主な内容（平成23年第1回定例会）
３月定例会 「こんなことを決めました」 
•平成23年度予算 ２Ｐ～
•平成22年度補正予算 ６Ｐ～
•一般質問 （12人が登壇） ９Ｐ～
•「市民の声」  15Ｐ
•議会だよりクイズ 16Ｐ

（表紙写真　石田町筒城浜）

東日本大震災により
被災された皆様及び関係者の方々へ
心よりお見舞い申し上げます。
 壱岐市議会
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平成２３年度当初予算 決めました。

中学校スクールバス・ボート（教育費）

福岡事務所開設（商工費）

たかのはら憩いの森公園（衛生費）

中学校OA機器清算金

有害鳥獣被害防止対策（農林水産業費）

全国離島交流ゲートボール親善大会（総務費）

スクールバスの安全祈願（3/26）

ベイサイドプレイス博多切符売り場横に開設

草スキー場や遊具などが整備されます。

中学校パソコン教室

シカが生息する若宮島（勝本町）

練習は欠かさず、真剣プレーばい!! （石田コート）

運行業務委託費　5,600 万円

観光物産情報発信事業費　1,152 万円

改修事業費　3,050 万円

中学校統廃合による中途解約金 2,900 万円
契約方法等が不透明なため条件付きとした。

イノシシ・カラス・シカ捕獲 1,248 万円

　開催委託事業費　2,200 万円

ミルちゃん

◇一般会計　総額 227億3,500万円　　全員一致　可決
一般会計歳出予算の内訳
 議　 会 　費 2億 696万円  土　 木 　費 14億 5,217万円
 総　 務 　費 24億 9,378万円  消　 防 　費 6億 7,163万円
 民　 生 　費 56億 7,843万円  教　 育 　費 24億 6,862万円
 衛　 生 　費 39億 4,624万円  災害復旧費  330万円
 農林水産業費 21億 7,632万円  公　 債 　費 31億 8,368万円
 商　 工 　費 4億 799万円  そ　 の 　他  4,588万円
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◇国民健康保険特別会計
総額 46 億 7,686 万円　全員一致　可決

　国民健康保険は、加入者が納める保険料 (税 ) や
国の補助金によって市が運営している。
　加入者（被保険者）は通常医療費の
３割を負担し、残りを市が負担している。

◇病院事業会計
全員一致　可決

　市民病院とかたばる病院の運営をしている。
　どちらも医師確保等の問題を抱えているが、地
域医療には欠かせないものである。

◇下水道特別会計
総額 4 億 1,965 万円　全員一致　可決

　公共下水道は郷ノ浦町武生水地区の一部を処理区
とした都市計画事業で、芦辺町の恵美須・瀬戸・芦
辺地区及び石田町山崎地区が漁業集落排水整備区域、
その他の地区が合併処理浄化槽の設置区域である。

◇簡易水道特別会計
総額 9 億 2,087 万円　全員一致　可決

　簡易水道は、計画給水人口が 101人以上 5,000
人までの水道であり、23年度は国庫補助による基
幹改良事業で湯本浦地区と石田地区の配水管布設
等を計画している。

◇農業機械銀行特別会計
総額 1 億 2,306 万円　全員一致　可決

　農作業の合理化と農地の基盤整備のため、農業
経営の安定と生産性の向上を目的とした事業であ
り農地の耕起、代かき、飼料作物の収穫作業など
に活躍している。

◇後期高齢者医療特別会計
総額 2 億 9,421 万円　全員一致　可決

　75歳以上の方全員と 65歳以上の障害のある方
が対象で、県後期高齢者医療広域連合で運営され
ており、病院窓口での負担は通常１割です。

◇水道事業会計
全員一致　可決

　一般的に上水道と呼ばれる水道事業は、計画給
水人口が 5,001 人以上の水道施設であり、独立採
算方式で運用される企業会計で、該当地域は、郷
ノ浦町の武生水・渡良・坪・田中触の一部である。

◇特養老人ホーム特別会計
総額 15 億 7,782 万円　全員一致　可決

　介護保険制度で「要介護」の認定を受けた方が
入所できる老人保健施設で、施設の老朽化に加え
入所待機者が多いことから、移転新築をするため
の施設整備費が盛り込まれている。

◇介護保険特別会計
総額 29 億 620万円　全員一致　可決

　40歳以上の国民が納める保険料によって運営さ
れ介護認定された高齢者等がサービスや支援を受
けられる保険制度で、訪問介護、通所介護サービス、
住宅改修、福祉用具の貸与などが受けられる。

◇三島航路特別会計
総額 1 億 2,374 万円　全員一致　可決

　大島・長島・原島の３島と郷ノ浦を結ぶフェリー
みしまの運行業務で、三島地区住民の生活の基盤
で、国県の補助金 5,600 万円等で運行されている。

ぼくたちの未来をよろしく！

国保で
ホッ！
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３月議会で決めたこと  議案内容と審議状況（予算外）
議　　　　　案　　　　　内　　　　　容 付託委員会

（審議結果） 本会議採決

議案1
行政組織改正に伴う関係条例の整理 総務文教

（可決） 全員一致 可決　 水道事業の設置及び水道資源保護条例中の水道課を建設部上下水道課に、獣医学修学
資金貸与条例中の産業経済担当理事を農林水産部長に改める。

議案2 付属機関設置条例の一部改正 総務文教
（可決） 全員一致 可決　一支国博物館等整備推進協議会の廃止等。

議案3 特別職非常勤職員の報酬等一部改正 総務文教
（可決） 全員一致 可決　農業委員と学校医・学校歯科医の報酬等条例の一部改正。

議案4 市職員給与条例の一部改正 総務文教
（可決） 全員一致 可決　救急により時間外勤務する管理職に新たに2,500円の手当を支給する。

議案5 防災行政無線施設条例の一部改正 総務文教
（可決） 全員一致 可決　ケーブル（有線）事業の開始に伴い、無線施設の一部を廃止する。

議案6 防災行政無線戸別受信機設置事業分担金徴収条例の廃止 総務文教
（可決） 全員一致 可決　防災無線の戸別受信機を廃止のため廃止する。

議案7 教育振興基金条例の一部改正 総務文教
（可決） 全員一致 可決　市立中学校の統廃合に伴う条例の調整。

議案8 地域福祉活動拠点施設条例の一部改正 厚生
（可決） 全員一致 可決　石田町生きがい広場を石田町総合福祉センター野外施設とし、他施設との統一を図る。

議案9 老人憩いの家条例の一部改正 厚生
（可決） 全員一致 可決　郷ノ浦町庄触老人憩いの家が、用途廃止されるため削除する。

議案10 特別会計条例の一部改正 厚生
（可決） 全員一致 可決　老人保健特別会計が後期高齢者医療事業への移行期間が終了し廃止する。

議案11 国民健康保険条例の一部改正 厚生
（可決） 全員一致 可決　法の改正により、４月から出産一時金が35万円から39万円に改正となる。

議案12 壱岐葬斎場条例の一部改正 厚生
（可決） 全員一致 可決　市外者の（火葬）使用料を市内者と同じ料金（２割減）にする。

議案13 公共下水道区域外流入に関する条例制定 産業建設
（可決） 全員一致 可決　公共下水道区域外からの汚水流入についての条例を整備する。

議案14 市民病院、かたばる病院の診療費・使用料・手数料徴収条例の一部改正 厚生
（否決） 全員反対 否決　双胎児の場合や、時間外・休日・深夜の分娩料金を別途新設する。

議案15 公の施設の指定管理者の指定（青嶋公園） 総務文教
（可決） 全員一致 可決　芦辺町 青嶋公園の管理者として壱岐市森林組合を指定する。

議案16 公の施設の指定管理者の指定（出会いの村） 産業建設
（可決） 全員一致 可決　郷ノ浦町 出会いの村の管理者として壱岐出会いの村振興会を指定する。

議案17 公の施設の指定管理者の指定（猿岩物産館） 産業建設
（可決） 全員一致 可決　郷ノ浦町 猿岩物産館の管理者として壱岐出会いの村振興会を指定する。

議案18 公の施設の指定管理者の指定（風民の郷） 産業建設
（可決） 全員一致 可決　勝本町 壱岐風民の郷の管理者として壱岐風民の郷振興会を指定する。

議案19 公の施設の指定管理者の指定（印通寺共同店舗） 産業建設
（可決） 全員一致 可決　石田町 印通寺共同店舗の管理者として石田町商店連盟を指定する。

議案20 公の施設の指定管理者の指定（国民宿舎壱岐島荘） 産業建設
（可決） 全員一致 可決　勝本町 国民宿舎壱岐島荘の管理者として財団法人壱岐市開発公社を指定する。

議案21 土地の取得 総務文教
（可決） 全員一致 可決　国特別史跡「原の辻遺跡」の芦辺町深江鶴亀触27,584㎡を取得する。

議案22 地域情報通信基盤整備工事（第１工区）請負契約の変更 3/7本会議 賛成多数 可決　三島地区海底ケーブルの陸揚地の変更等により契約金を増額する。

議案23 地域情報通信基盤整備工事請負契約の変更 3/7本会議 賛成多数 可決　ケーブル工事の自営柱・支線追加と樹木伐採作業追加で契約金を増額する。

議案24 一般廃棄物最終処分場（本体）建設工事請負契約の変更 3/18本会議 全員一致 可決　2,541万1,050円の増額で契約金額を3億1,416万1,050円とする。
議員発議
1

壱岐市議会委員会条例の一部改正 3/18本会議 全員一致 可決　行政組織条例の改正（機構改革）に伴う委員会所管の一部変更。
議員発議
2

議会改革検討特別委員会の設置に関する決議 3/18本会議 全員一致 可決　議会基本条例制定について研究するため。
議員発議
3

原子力発電所の更なる安全性の確保を求めるための意見書の提出 3/18本会議 全員一致 可決　原子力発電所の安全性等を確立するための意見書を政府へ提出する。

同意1 壱岐市教育委員会委員の任命 3/18本会議 全員一致 同意　勝本町 中原正博氏を任命することに同意する。

諮問1 人権擁護委員候補者の推薦１号 3/18本会議 全員一致 了承　郷ノ浦町 平田タカ子さんを推薦することに了承する。

諮問2 人権擁護委員候補者の推薦２号 3/18本会議 全員一致 了承　郷ノ浦町 山川和夫氏を推薦することに了承する。
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島
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人
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取
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A
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史
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け
、

西部開発センター 1,151万7千円
壱岐文化ホール 5,876万6千円
離島開発総合センター 796万5千円
農村環境改善センター 748万2千円
松永安左右衛門記念館 355万9千円
風土記の丘 489万0千円
小金丸幾久記念館 177万5千円

キ
ク
ち
ゃ
ん

議案質疑

３月定例会　審議結果（全員一致以外のもの）

区　分
結　

果

賛　

成

反　

対

久
保
田

呼　

子

音　

嶋

町
田
光

深　

見

町
田
正

今　

西

市
山
和

田　

原

豊　

坂

中　

村

鵜　

瀬

中　

田

榊　

原

久　

間

大
久
保

瀬
戸
口

市
山
繁

小
金
丸

牧　

永
議案14 否決 0 19 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 議長
議案22 可決 18 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議長
議案23 可決 18 1 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長
 ○・・・賛成　　×・・・反対
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※ 平成22年12月議会で否決した３件の議案について原案
を修正し再提出され、平成22年度一般会計補正予算を含
め全議案について全員一致で可決した。

※ ３月定例会に出された補正予算について、各
所管の委員会へ付託し審査した結果、各会計
とも原案可決とし、平成22年度の予算総額
は351億円を上回った。 全員一致　可決

臨時会議案１　行政組織条例の全部改正
理事制を廃止、内部組織に部制を置き多様化する行政
に機動的に対処する。 全員一致　可決
◎市長部局 赤字＝新設 　青字＝名称変更
市長
副市長

総務部長 総務課長
財政課長
管財課長

郷ノ浦庁
舎（本庁）

企画振興部長 政策企画課長
観光商工課長

市民部長 市民福祉課長
こども家庭課長
保護課長
税務課長

保健環境部長 健康保健課長
環境衛生課長 芦辺庁舎

農林水産部長 農林課長
水産課長 石田庁舎

建設部長 建設課長
上下水道課長 勝本庁舎

病院部長 病院管理課長
（市民・かたばる病院） 市民病院

消防本部消防長 総務課長
予防課長
警防課長
消防署長

消防本部

会　　　計　　　名 ３ 月 補 正 予 算 額 補正後の平成22年度予算額
一般会計（第６号） 4億5,171万円 252億249万円
国民健康保険事業特別会計（第３号） 1億370万円 47億5,053万円
老人保健特別会計 0円 140万円
後期高齢者医療事業特別会計 0円 3億1,267万円
介護保険事業特別会計（第３号） 7,000万円 29億2,607万円
簡易水道事業特別会計（第４号）   △250万円 9億2,814万円
下水道事業特別会計（第４号）  △1,050万円    3億3,315万円
特別養護老人ホーム事業特別会計（第３号）  △3,872万円   4億7,649万円
三島航路事業特別会計（第２号）   0円   1億2,156万円
農業機械銀行特別会計（第１号）   0円   1億3,439万円
平成22年度予算総額 5億7,369万円 351億8,689万円

臨時会議案２　医学修学資金貸与条例
将来、市長が指定する医療機関等に医師として勤
務しようとする者に、大学修学のための入学金と
月額20万円を無利子で貸与するもの。　
 全員一致　可決

臨時会議案3　医療技術修学資金貸与条例
将来、市長が指定する医療機関等に医療技術者と
して勤務しようとする者に、専門技術習得のため
月額10万円を無利子で貸与するもの。　
 全員一致　可決

臨時会議案４　Ｈ22年度一般会計補正予算（第５号）
国のきめ細かな交付金事業等として約3億7,000万
円が交付決定したことから事業内容を決め予算化
したもの。
 全員一致　可決
○庁舎改修等 6,154万円
○勝本かざはや施設改修工事等 1,799万円
○瀬戸浦公衆トイレ建設工事 　4,500万円
○壱岐出会いの村施設修繕等 2,800万円
○漁港・港湾施設改修 2,340万円
○サンドーム屋内競技場上屋改修 1,000万円
○市道局部改良、維持補修 1億1,030万円
○市道排水路整備 4,020万円
○河川整備 300万円
○市営住宅法面保護 1,200万円
○学校施設改修等 9,479万円
○ふれあい広場トイレ水洗化等 7,084万円
○保育所施設等改修 6,242万円
○郷ノ浦・石田図書館図書購入 230万円
○子宮頸がんワクチン等接種委託 455万円
○幼稚園舎等改修 195万円

※ 農業委員会委員の推薦
市長より、農業委員会に関する法律に基づき、議会か
ら学識経験者４名を推薦する旨依頼があり、次の方を
推薦した。
芦 辺 町　冨 田 英 司さん　石田町　柳 川 信 行さん
郷ノ浦町　山本由紀江さん　勝本町　米倉美智子さん
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予算
特別委員会予予予算算算予
特特特特特算 別別別別特特 委委委委委員員員委委 会会会員予算
特別委員会

総務
文教常任委員会総総総総務務総

文文文務務 教教教教文 常常常常教 任任任任常 委委委任 員員委委 会会会会員総務
文教常任委員会

委
員
会
審
査
状
況

（
定
例
会
付
託
議
案
）

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
、

平
成
22
年
度
補
正
予
算
及

び
、
平
成
23
年
度
予
算
を

３
日
間
に
わ
た
り
審
査
を

行
い
、
一
部
条
件
を
付
し

て
可
決
と
し
た
。

【
委
員
会
の
審
議
内
容
】

①
職
員
扶
養
手
当
に
つ
い

て
、
受
給
資
格
認
定
は
職

員
の
自
覚
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
だ
が
、
職
員
へ
の
要

件
の
具
体
的
な
提
示
等
の

必
要
性
を
指
摘
。

委
員
会
審
査
状
況

（
定
例
会
付
託
議
案
）

　

議
案
10
件
の
付
託
を
受

け
、
審
査
の
結
果
、
全
議

案
を
可
決
と
し
た
。

※
行
政
組
織
の
改
正
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　

部
制
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
名
称
変
更
を
行
う
。

※
附
属
機
関
設
置
条
例
の

一
部
改
正

　

博
物
館
の
開
館
に
伴
い

一
支
国
博
物
館
等
整
備
推

進
協
議
会
を
廃
止
し
、
老

　

壱
岐
市
議
会
の
改
革

に
関
す
る
調
査
を
す
る

た
め
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
実
効
性
の
あ
る

議
会
基
本
条
例
の
制
定

や
、
議
員
定
数
の
見
直

し
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

議
会
中
継
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
審
議
す
る
。

委
員
長　

小
金
丸
益
明

副
委
員
長　

町
田　

光
浩

委　

員　

町
田　

正
一

　
　
　
　

今
西　

菊
乃

　
　
　
　

市
山　

和
幸

　
　
　
　

鵜
瀬　

和
博

　
　
　
　

久
間　
　

進

委員会レポート

②
公
有
財
産
は
、
必
要
性
を

十
分
検
討
の
上
購
入
し
、
ま

た
遊
休
地
に
つ
い
て
は
そ
の
活

用
と
処
分
に
つ
い
て
計
画
的

か
つ
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
。

③
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
の

運
用
、
特
に
設
備
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
市
と
指
定
管
理

者
と
の
間
で
責
任
分
担
が
明

確
に
な
る
協
定
を
結
ぶ
べ
き
。

④
東
日
本
大
震
災
に
鑑
み
、

壱
岐
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

（
災
害
予
測
図
）
を
見
直
す

べ
き
。

⑤
老
人
憩
い
の
家
等
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は
計
画
的
に
実

施
す
る
こ
と
。

⑥
認
定
漁
業
者
制
度
は
、
漁

業
者
の
支
援
と
と
も
に
後
継

者
の
確
立
に
つ
な
が
る
よ
う

な
制
度
の
構
築
を
。

⑦
中
学
校
の
統
廃
合
に
伴
う
、

教
育
用
の
パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ス

料
の
精
算
金
に
つ
い
て
、
契

約
内
容
等
を
明
ら
か
に
精
査

し
た
後
、
そ
の
執
行
に
当
た

っ
て
は
適
切
に
措
置
す
る
よ

う
条
件
を
付
し
た
。

人
保
健
福
祉
計
画
を
高
齢
者

福
祉
計
画
へ
と
変
更
。

※
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
条
例
の
一
部
改
正

　

農
業
法
の
改
正
に
よ
り
農

業
委
員
報
酬
を
改
定
。
ま
た

中
学
校
規
模
適
正
化
に
伴
い
、

生
徒
数
に
応
じ
て
学
校
医
等

の
報
酬
を
二
段
階
に
改
正
。

※
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

休
日
・
夜
間
救
急
手
当
の

支
給
対
象
と
支
給
額
を
見
直

す
。

※
防
災
行
政
無
線
施
設
条
例

の
一
部
改
正

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
整
備

に
よ
り
防
災
行
政
無
線
の
一

部
を
廃
止
す
る
た
め
改
正
。

※
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　

原
の
辻
遺
跡
の
新
た
な
国

指
定
区
域
の
土
地
を
取
得
。

※
平
成
23
年
度
三
島
航
路
事

業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
１
億

２
千
374
万
円

委 員 長：瀬戸口和幸
副委員長：久保田恒憲

委員：全議員
　　　(議長・オブザーバー )

委 員 長：町田　光浩
副委員長：市山　和幸

委員：市山　　繁、中田　恭一
　　　深見　義輝、音嶋　正吾

3/14・16・18の３日間、開催された予算委員会の様子

議会改革検討
特別委員会
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れ
ま
で
の
実
績
か
ら
非
公
募

と
す
る
場
合
が
多
い
。

　

ま
た
、
制
度
導
入
に
よ
り

弾
力
性
や
柔
軟
性
の
あ
る
施

設
の
運
営
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
そ
の
施
設
の
利

用
に
際
し
て
料
金
を
徴
収
し

て
い
る
場
合
は
、
得
ら
れ
た

収
入
を
本
市
と
の
協
定
の
範

囲
内
で
管
理
者
の
収
入
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
施
設

の
修
理
や
費
用
負
担
な
ど
協

定
内
で
細
か
く
制
定
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

管
理
者
指
定
後
は
、
経
営

状
況
な
ど
随
時
報
告
を
受
け
、

経
営
改
善
に
向
け
、
訪
問
指

導
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

認
定
漁
業
者
制
度
は
、
基

幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
の
振

興
と
、
効
率
で
安
定
し
た
魅

力
あ
る
漁
業
経
営
を
目
指
す

意
欲
あ
る
漁
業
者
を
積
極
的

に
育
成
す
る
た
め
に
創
設
さ

れ
る
も
の
で
全
国
初
の
制
度
。

今
後
、
各
漁
協
、
関
係
機
関

と
十
分
協
議
を
さ
れ
、
早
急

に
制
定
す
べ
き
。

現
地
視
察
・
調
査

（
イ
ル
カ
パ
ー
ク
）

　

ゴ
ミ
な
ど
誤
飲
に
よ
り

イ
ル
カ
が
死
亡
し
現
在
、

３
頭
し
か
お
ら
ず
、
原
因

解
明
と
対
策
が
急
が
れ
る
。

あ
わ
せ
て
イ
ル
カ
の
早
期

購
入
と
現
状
で
の
魅
力
向

上
に
向
け
、
飼
育
ス
タ
ッ

フ
と
十
分
協
議
し
、
管
理

改
善
、
情
報
発
信
に
努
力

さ
れ
た
い
。

　

そ
の
他
、
街
な
み
環
境

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

勝
本
浦
の「
あ
ほ
う
塀
」

及
び
、
新
郷
ノ
浦
港
線
と

苅
田
院
圃
場
整
備
事
業
の

進
捗
状
況
を
視
察
し
た
。

産業
建設常任委員会産産産産業業産

建建業業 設設建建 常常設 任任常 委委任 員員委委 会会会会員産業
建設常任委員会

委
員
会
審
査
状
況

（
定
例
会
付
託
議
案
）

　

議
案
13
件
付
託
を
受
け
、

採
決
の
結
果
、
委
員
会
の

意
見
を
付
し
て
全
議
案
可

決
。

【
委
員
会
の
所
見
】

　

本
市
の
多
く
の
公
共
施

設
や
観
光
施
設
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
、
多
額
の

維
持
管
理
費
が
か
か
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
多
様
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
よ
り

効
果
的
、
効
率
的
に
対
応

す
る
た
め
、
公
の
施
設
の

管
理
に
民
間
の
能
力
を
活

用
し
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
、
経
費
の
節
減
等

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
指
定
管
理
者
の
選
定

に
当
た
っ
て
は
原
則
公
募

と
な
っ
て
お
り
、
民
間
に

出
来
る
も
の
は
民
間
へ
移

行
す
べ
き
だ
が
、
離
島
と

い
う
背
景
や
雇
用
の
場
と

し
て
の
役
割
も
多
く
、
こ

委 員 長：鵜瀬　和博
副委員長：久間　　進

委員：瀬戸口和幸、大久保洪昭
　　　田原　輝男、呼子　　好
　　　久保田恒憲

厚生
常任委員会厚厚厚生生生厚厚
常常常常常任任任任常 委委委委委任 員員員委委 会会会員厚生
常任委員会委

員
会
審
査
状
況

（
定
例
会
付
託
議
案
）

　

議
案
15
件
の
付
託
を
受

け
、
審
査
の
結
果
、
議
案

14
件
を
可
決
し
、
１
件
を

否
決
と
し
た
。

【
委
員
会
の
所
見
】

※
市
民
病
院
及
び
か
た
ば

る
病
院
診
療
費
、
使
用
料

及
び
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
改
正
を
否
決

（
否
決
理
由
）

　

条
例
改
正
の
内
容
は

「
分
娩
料
」に
つ
い
て
、
県

内
各
医
療
機
関
が
時
間
内

診
療
の
外
に
時
間
外
・
休

日
・
深
夜
等
に
別
料
金
を
設

定
し
て
い
る
の
で
、
市
民
病

院
も
同
様
に
分
娩
料
金
に
別

途
料
金
を
新
設
す
る
と
い
う

も
の
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

出
産
一
時
金
の
補
助
額
が
39

万
円
を
42
万
円
に
ア
ッ
プ
さ

れ
る
た
め
、
出
産
費
用
も
個

人
負
担
が
な
い
様
に
こ
の
範

囲
で
改
訂
さ
れ
た
い
。

　

時
間
内
と
時
間
外（
休

日
・
深
夜
含
む
）の
区
分
の

別
途
料
金
設
定
に
つ
い
て
は

認
め
る
も
の
の
、
こ
れ
も
出

産
一
時
金
の
範
囲
と
さ
れ
た

い
。
た
だ
し
、
別
途
個
室
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
そ
の
範

囲
で
は
な
い
。
と
い
う
意
見

を
付
し
て
否
決
と
し
た
。

※
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

　

問
題
は
22
年
度
に
5.3
％
の

保
険
料
を
ア
ッ
プ
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
基
金
は
６
億

か
ら
さ
ら
に
２
億
９
千
万
円

ま
で
減
少
し
た
。

　

理
由
は
、
所
得
低
下
に
よ

委 員 長：町田　正一
副委員長：今西　菊乃

委員：小金丸益明、榊原　　伸
　　　中村出征雄、豊坂　敏文

る
保
険
料
の
減
少
と
、
高
額

医
療
費
の
増
加
で
あ
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
23
年
度
中
に
も

基
金
残
高
が
０
円
に
な
る
事

も
予
想
さ
れ
る
。

　

市
民
の
方
々
も
特
定
検
診

の
受
診
等
、
是
非
予
防
医
療

に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。　

※
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

本
市
の
介
護
保
険
料
は
県

内
で
も
低
い
方
で
あ
る
。
こ

れ
は
介
護
を
実
施
す
る
施
設

そ
の
も
の
が
少
な
い
た
め
で

あ
る
が
、
24
年
度
の
改
訂
時

に
は
保
険
料
ア
ッ
プ
は
や
む

を
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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一 般 質 問一 般 質 問
音
嶋　

正
吾 

議
員

Q 

長
崎
国
体
へ
の

取
り
組
み

①
国
体
競
技
開
催
招
致
を
地

方
再
生
の
起
爆
剤
と
位
置
付

け
る
べ
き
。
市
長
の
燃
え
た

ぎ
る
熱
意
は
如
何
に
。

　

戦
略
的
取
り
組
み
に
つ
い

て
質
す
。

②
国
体
準
備
室
は
教
育
委
員

会
、
社
会
教
育
課
の
下
部
組

織
で
あ
る
。
戦
略
的
取
り
組

み
上
か
ら
も
、
市
長
部
局
直

轄
に
格
上
げ
す
べ
き
。

③
本
市
の
大
会
運
営
上
の
財

政
負
担
の
試
算
金
額
に
つ
い

て
質
す
。

A 

み
な
ぎ
る
情
熱
を

も
っ
て
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
全
市
民
を
巻
き
込
ん
で
、

壱
岐
市
の
一
体
感
を
醸
成
す

る
取
り
組
み
を
期
す
。
文

化
・
産
業
・
観
光
等
、
壱
岐

市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
る
。

②
綿
密
な
連
携
を
図
り
、
現

時
点
で
は
教
育
委
員
会
部
局

と
し
て
対
処
す
る
が
、
課
と

し
て
の
格
上
げ
を
検
討
す
る
。

③
自
転
車
競
技
で
は
２
千
700

万
円
程
度
100
％
の
補
助
率
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
は
３
千

600
万
円
程
度
で
補
助
率
は
三

分
の
二
で
あ
る
。

Q  

座
し
て
死
を
待
つ

よ
り
打
っ
て
出
よ

　

市
民
病
院
は
、
開
院
以

来
連
続
赤
字
決
算
で
あ
る
。

地
方
独
立
行
政
法
人
化
に

舵
を
切
る
べ
き
。
市
民
病

院
の
経
営
形
態
を
住
民
投

票
条
例
で
市
民
に
問
う
こ

と
も
選
択
肢
と
す
べ
き
。

市
長
の
決
断
は
。

A 

憂
慮
し
て
い
る

 

市
長

　

現
状
の
累
積
債
務
、
経
営

状
況
に
対
し
て
大
変
憂
慮
し

て
い
る
が
、
住
民
投
票
は
馴

染
ま
な
い
と
考
え
る
。

Q 

補
助
金
の
交
付
基
準

①
各
町
老
人
会
連
合
会
補
助

金
交
付
基
準
を
質
す
。

②
活
動
状
況
、
政
策
評
価
を

考
慮
し
た
補
助
金
交
付
を
如

何
に
反
映
さ
せ
て
い
る
か
。

③
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら

せ
る
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を

目
指
す
べ
き
。

　

活
動
実
態
に
即
し
た
、
公

平
公
正
な
補
助
金
交
付
す
べ

き
。A 

基
準
を
見
直
す

 

市
長

①
現
在
補
助
金
交
付
要
綱
を

設
け
て
い
な
い
。
旧
町
当
時

か
ら
の
活
動
を
参
考
に
し
て

交
付
し
て
い
る
。

②
決
算
資
料
、
活
動
報
告
書

の
提
出
を
求
め
交
付
。

③
老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
な
く

し
て
、
老
人
福
祉
の
充
実
は

な
い
と
考
え
る
。
指
摘
事
項

を
検
証
し
交
付
基
準
を
見
直

し
た
い
。

町
田　

正
一 

議
員

Q 

市
民
病
院
改
革

①
独
立
法
人
化
を
目
指
し
た

長お
さ

氏（
元
総
務
省
地
方
公
営

企
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

を
委
員
長
と
す
る
病
院
改
革

委
員
会
の
経
営
改
革
答
申
に

つ
い
て
は
見
直
す
べ
き
。

②
国
民
健
康
保
険
は
5.3
％
値

上
げ
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

更
に
基
金
は
６
億
か
ら
２
億

９
千
万
円
に
減
少
し
本
年
度

で
基
金
は
底
を
つ
く
状
況
。

市
民
病
院
の
役
割
を
、
予

防
・
救
急
・
訪
問
医
療
等
に

特
化
す
る
考
え
は
。

③
現
在
の
市
民
病
院
の
救
急

体
制
と
初
期
救
急
を
担
う
民

間
病
院
の
状
況
。

④
市
民
病
院
の
経
営
を
ど
う

す
る
か
で
は
な
く
、
壱
岐
医

療
圏
全
体
の
中
で
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
考
え
る
時
期
。
地

元
医
師
会
、
市
民
病
院
、
行

政
、
議
会
が
一
体
と
な
っ
て

平
成
19
年
９
月
に
出
さ
れ
た

審
議
会
の
答
申
を
た
た
き
台

に
公
設
民
営
化
を
議
論
す
べ

き
時
期
で
あ
る
。
結
論
を
半

年
ぐ
ら
い
で
出
す
審
議

会
を
考
え
る
事
が
必
要
。

A 
新
た
な
一
歩
を

　

 

市
長

①
病
院
改
革
が
進
ん

で
い
な
い
事
は
謙
虚

に
認
め
る
。

　

長
委
員
長
の
答
申

に
つ
い
て
は
評
価
し

て
い
る
。

　

し
か
し
、
九
大
第
二
外
科

は「
壱
岐
市
等
か
ら
受
け
た

仕
打
ち
は
※
ト
ラ
ウ
マ
だ
。

壱
岐
市
に
医
師
の
派
遣
は
で

き
な
い
。」
と
は
っ
き
り
言

わ
れ
た
。
よ
っ
て
九
大
と
の

交
渉
で
は
、
独
法
の
理
事
長

招し
ょ
う

聘へ
い

は
不
可
能
。

②
市
民
病
院
の
役
割
に
つ
い

て
議
論
す
る
時
期
に
来
て
い

る
が
、
一
般
外
来
を
止
め
る

状
況
に
は
な
い
。

③
市
民
病
院
と
光
武
病
院
を

二
次
救
急
と
し
て
い
る
が
、

実
状
は
初
期
救
急
ま
で
含
め

て
い
る
。
年
間
１
千
501
人
の

救
急
患
者
の
う
ち
市
民
病
院

835
件
、
光
武
病
院
492
件
、
そ

の
他
174
件
で
受
入
。

　

現
在
市
民
病
院
の
救
急
維

持
の
た
め
、
非
常
勤
医
師
の

確
保
に
年
間
３
千
840
万
円
か

か
っ
て
い
る
。

④
提
案
を
受
け
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
気
持
ち
に
な
っ

た
。
議
会
の
協
力
を
お
願
い

す
る
。

市民病院の処置室（救急患者が最初に運び込まれる部屋）

長崎国体キャラクターの「がんばくん」

※
心
理
的
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
影

響
が
長
く
残
る
こ
と
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一 般 質 問

瀬
戸
口
和
幸 

議
員

Q 

生し
ょ
う
が姜
貯
蔵
施
設
の

利
用

　

郷
ノ
浦
町
若
松
に
あ
る
生

姜
貯
蔵
施
設
は
、
整
備
後
25

年
が
経
つ
が
ほ
と
ん
ど
有
効

利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
本
来

目
的
の
生
姜
を
貯
蔵
す
る
か
、

イ
チ
ゴ
苗
の
低
温
貯
蔵
に
よ

る
生
産
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
す

る
か
、
そ
の
他
作
物
の
一
時

保
管
等
に
よ
る
利
用
を
促
進

し
、
農
業
振
興
の
面
か
ら
も

本
施
設
の
利
活
用
を
図
る
べ

き
で
あ
る
。

A 
研
究・協
議
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

旧
郷
ノ
浦
町
で
整
備
さ
れ

た
施
設
で
あ
り
、Ｊ
Ａ
壱
岐

市
に
管
理
委
託
し
て
い
る
。

施
設
も
老
朽
化
し
て
お
り
、

利
用
率
も
著
し
く
低
下
し
て

い
る
。Ｊ
Ａ
壱
岐
市
と
施
設

利
用
を
協
議
し
た
い
。

Q 

統
廃
合
後
の
施
設
は

　

中
学
校
の
統
廃
合
後
、
廃

校
と
な
る
６
校
の
施
設
の
利

用
の
具
体
案
の
検
討
状
況
を

問
う
。
各
校
毎
の
利
用
案
の

概
要
と
事
後
の
手
続
等
の
進

め
方
は
ど
う
な
る
の
か
。

A 
地
域
の
意
見
を

 

教
育
長

　

学
校
施
設
跡
地
等
利
用
検

討
部
会
で
検
討
頂
い
て
い
る
。

そ
の
上
部
組
織
で
あ
る
準
備

委
員
会
の
要
望
を
教
育
委
員

会
が
取
り
ま
と
め
、
市
長
部

局
と
協
議
段
階
で
あ
る
。

　

各
地
域
の
要
望
、
利
用
計

画
実
施
要
領
を
作
成
し
て
、

地
域
活
性
化
の
拠
点
と
な
る

よ
う
、
市
長
部
局
、
教
育
委

員
会
で
協
議
し
て
方
向
性
を

示
し
て
い
き
た
い
。

今
西　

菊
乃 

議
員

Q 

保
育
所
・
幼
稚
園 

①
120
名
以
上
の
保
育
士
を
必

要
と
し
て
い
る
が
満
た
し
て

い
な
い
。
現
在
の
雇
用
条
件

で
の
確
保
は
困
難
で
は
な
い

か
。
対
策
は
。

②
低
年
齢
保
育
は
多
数
の
保

育
士
を
必
要
と
す
る
。
統
合

し
て
園
児
数
の
調
整
が
必
要
。

幼
稚
園
給
食
を
行
い
、
保
育

所
の
４
歳
５
歳
を
幼
稚
園
に

受
け
入
れ
れ
ば
、
不
足
し
て

い
る
０
歳
児
預
か
り
が
可
能

で
あ
る
。
今
後
の
方
針
は
。

 
 

A 

こ
ど
も
家
庭
課
で
対
応

 

市
長

①
平
成
22
年
度
の
出
生
数
が

予
定
よ
り
30
人
も
多
く
、
新

年
度
は
幼
稚
園
で
は
定
数
の

半
数
で
あ
る
が
、
保
育
所
で

は
定
員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い

る
。
嘱
託

職
員
の
募

集
を
し
て

い
る
が
６

名
が
不
足
。

現
在
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク

を
通
じ
て

無
資
格
者

の
保
育
助

手
も
含
め

て
募
集
。

②
市
民
ニ

ー
ズ
に
沿

っ
た
幼
稚
園
・
保
育
所
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら

新
設
す
る「
こ
ど
も
家
庭
課
」

が
幼
保
一
元
化
の
改
革
に
取

り
組
む
。

　

幼
稚
園
給
食
は
現
在
石
田

の
み
が
や
っ
て
い
る
が
、
他

と
同
様
に
廃
止
す
る
事
を
昨

年
11
月
に
保
護
者
へ
説
明
済
。

Q 

液
肥
対
策

　

平
成
24
年
度
よ
り
液
肥
が

半
分
以
下
と
な
る
。
今
で
も

散
布
が
半
年
待
ち
と
な
っ
て

い
る
。
需
要
が
あ
る
の
だ
か

ら
既
存
の
施
設
を
活
用
し
た

対
策
を
。

A 

結
論
は
厳
し
い

 

市
長

　

液
肥
の
問
題
と
、
し
尿
処

理
の
問
題
と
は
別
。
農
家
の

気
持
ち
は
わ
か
る
が
、
し
尿

処
理
と
別
に
液
肥
を
つ
く
る

と
な
る
と
、
コ
ス
ト
や
肥
料

成
分
の
面
か
ら
現
在
の
価
格

で
は
困
難
。
結
論
は
厳
し
い

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

先生と楽しく遊んでるよ～!!

郷ノ浦町若松触の生姜倉庫
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一 般 質 問

豊
坂　

敏
文 

議
員

Q 

日
本
初

「
認
定
漁
業
者
制
度
」

　

漁
業
就
業
者
の
半
数
は
70

歳
以
上
で
あ
る
。
認
定
要
件

を
70
歳
未
満
に
緩
和
す
べ
き

で
あ
り
、
各
組
合
の
正
組
合

員
の
就
業
日
数
90
日
以
上
と

す
べ
き
。

A 

た
だ
今
、
進
行
中

 

市
長

　

全
国
に
先
が
け
新
し
く
導

入
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
慎
重
に
要
綱
を
策
定
し

て
い
く
。

Q 

光
テ
レ
ビ
放
映
開
始

①
市
道
維
持
管
理
等
の
奉
仕

作
業
中
の
切
断
事
故
責
任
は
。

②
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
他
局
間

の
通
話
料
金
は
。

③
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
携
帯
電

話
の
通
信
網
の
確
立
を
。

④
各
漁
協
組
合
の
放
送
は
可

能
か
。

A  

迷
惑
を
か
け
な
い

　

市
長

①
保
険
の
適
用
範
囲
を
詳
細

に
調
べ
、
個
人
・
公
民
館
に

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

②
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
申
し
込

み
を
す
る
と
無
料
に

な
る
。

③
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と

難
聴
地
域
の
改
善
に

つ
い
て
協
議
を
し
て

い
る
。
通
信
網
に
つ

い
て
は
全
国
ど
こ
で

も
光
を
使
う
の
で
瞬

時
に
つ
な
が
る
。

④
Ｆ
Ｍ
告
知
放
送
の

設
備
を
入
れ
る
の
で
、

組
合
員
へ
の
放
送
は

可
能
で
あ
る
。

Q 

有
害
鳥
獣
被
害
状
況

と
対
策

　

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
リ
ス
、

カ
ラ
ス
そ
れ
ぞ
れ
の
被
害
状

況
と
対
策
は
。

A 

情
報
提
供
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

イ
ノ
シ
シ
の
生
息
数
は
不

明
で
あ
る
が
、
し
の
び
猟
で

の
捕
獲
、
シ
カ
は
約
300
頭
が

生
息
し
て
お
り
ハ
ン
タ
ー
に

よ
る
捕
獲
、
リ
ス
と
カ
ラ
ス

に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度

の
捕
獲
実
績
で
、
カ
ラ
ス
３

千
17
羽
、
リ
ス
６
千
585
匹
で

あ
る
。

Q 

就
労
の
場
対
策

　

魅
力
あ
る
農
漁
村
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
新
規
の
市

民
力
事
業
と
そ
の
他
の
方
策

は
。A  

農
業
を
大
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

市
民
力
支
援
事
業
等
で
、

農
業
の
取
り
組
み
を
考
え
て

い
る
。
市
民
の
ア
イ
デ
ア
に

期
待
し
た
い
。

芦辺町つばさ横に拠点を設け、市内各地にケーブルを接続

久
保
田
恒
憲 

議
員

Q 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用

　

中
学
校
統
廃
合
で
運
行
さ

れ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
は
、

高
齢
者
等
も
乗
れ
る
混
乗
方

式
に
す
べ
き
。

A 

趣
旨
に
反
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

通
学
バ
ス
の
趣
旨
を
理
解

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
高
齢

者
は
ワ
ン
コ
イ
ン
乗
車
制
度

を
御
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

Q 

連
絡
協
議
会
の
設
置
を

　

市
の
活
性
化
に
欠
か
せ
な

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

結
束
の
た
め
、
市
が
取
り
ま

と
め
る
協
議
会
が
必
要
だ
。

A 
前
向
き
に
検
討

 

市
長

　

各
団
体
そ
れ
ぞ
れ
目
的
の

違
い
は
あ
る
が
、
互
い
の
交

流
学
習
を
深
め
、
活
動
や
課

題
を
共
有
し
て
、
と
も
に
協

力
し
助
け
合
う
た
め
の
連
絡

協
議
会
の
設
置
を
前
向
き
に

検
討
す
る
。

Q 

博
物
館
入
館
料
の
統
一

　

島
外
来
館
者
が
高
い
の
は

失
礼
。
お
も
て
な

し
の
心
に
反
す
る

料
金
設
定
は
即
時

撤
廃
し
、
同
一
料

金
と
す
べ
し
。

A 
市
費
投
入

　

  

を
考
慮

 

教
育
長

　

入
館
料
は
、
市

の
規
則
で
指
定
管

理
者
の
提
案
を
受

け
て
市
が
承
認
し

設
定
さ
れ
た
。
市
費
を
投
入

し
て
整
備
し
た
博
物
館
な
の

で
市
民
を
優
遇
。
差
額
分
は
、

リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
や
情
報
発

信
広
報
Ｐ
Ｒ
事
業
に
還
元
さ

れ
て
い
る
。

Q 

建
国
記
念
日
の
取
り
組
み

　

建
国
記
念
日
、
独
立
記
念

日
、
革
命
記
念
日
と
呼
び
方

は
違
う
が
、
各
国
で
そ
の
国

の
成
立
記
念
の
日
を
定
め

様
々
な
祝
の
行
事
が
成
さ
れ

て
い
る
。
小
中
学
校
の
義
務

教
育
の
場
で
の
取
り
組
み
は
。

　

ま
た
、
市
と
し
て
の
取
り

組
み
も
無
い
が
、
今
後
の
方

針
は
。

A 
各
自
で
取
り
組
み
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

子
ど
も
た
ち
の
情
操
教
育

の
観
点
か
ら
も
国
を
愛
す
る

心
を
養
う
こ
と
は
大
変
重
要

で
あ
る
が
、
現
在
市
と
し
て

特
別
な
行
事
な
ど
は
無
い
。

 

教
育
長

　

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
合

わ
せ
、
祝
日
の
前
に
自
分
の

郷
土
、
壱
岐
や
国
の
歴
史
、

伝
統
文
化
に
目
を
向
け
さ
せ

る
な
ど
、
事
前
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

一支国博物館の受付案内
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一 般 質 問

鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 

ど
う
な
っ
た
定
住
促
進

①
平
成
22
年
３
月
一
般
質
問

で
市
長
は
、
平
成
22
年
度
中

に
総
合
的
な
就
業
対
策
と
住

居
対
策
を
合
わ
せ
た
定
住
促

進
策
を
検
討
し
、
対
象
者
拡

大
を
充
実
し
て
い
き
た
い
と

答
弁
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況

は
。

②
平
成
22
年
国
勢
調
査
で
は

本
市
人
口
が
３
万
人
を
割
っ

た
。
施
政
方
針
で
は
今
後
関

係
機
関
と
連
携
し
、
人
口
歯

止
め
に
努
力
す
る
と
あ
る
が
、

具
体
策
は
。

③
独
身
単
身
専
用
の
政
策
住

宅
と
し
て
県
営
田
の
上
住
宅

の
活
用
を
。

A  
具
体
策
が
な
い

 

市
長

①
島
外
通
勤
通
学
者
交
通
費

助
成
を
創
設
し
た
だ
け
で
具

体
的
に
は
何
も
進
ん
で
い
な

い
。

②
新
た
な
定
住
促
進
策
を
23

年
度
は
掲
げ
る
こ
と
が
で
き

て
な
い
。
具
体
策
が
出
来
れ

ば
す
ぐ
に
予
算
化
し
た
い
。

③
県
営
住
宅
の
活
用
を
県
と

協
議
し
、
政
策
的
に
試
験
的

に
で
も
実
施
し
た
い
。

Q 

閉
校
後
の
活
用
は

①
統
廃
合
準
備
委
員
会
の
協

議
経
過
及
び
結
果
は
。

②
閉
校
後
の
管
理
は
ど
う
す

る
の
か
。

③
芸
術
文
化
の
新
た
な
る
発

信
基
地
や
サ
テ
ラ
イ
ト
大
学

と
し
て
の
活
用
は
。

④
休
止
中
の
サ
ン
ド
ー
ム
壱

岐
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
の

壱
岐
島
荘
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
含
め
た
湯
ノ
本
地

区
の
展
望
は
。

A  

協
議
中

 

教
育
長

①
渡
良
・
沼
津
・
初
山
中
は
、

地
区
民
セ
ン
タ
ー
、
道
の
駅
、

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
学

童
保
育
と
し
て
、
鯨
伏
中
は
、

体
育
館
運
動
場
を
鯨
伏
地
区

民
の
施
設
と
し
て
、
箱
崎
・

那
賀
中
は
校
舎
一
部
利
用
と

体
育
館
、
運
動
場
を
教
育
委

員
会
管
理
と
し
て
、
運
動
場

に
ナ
イ
タ
ー
設
置
を
要
望
。

今
後
の
活
用
は
市
と
協
議
し

活
用
計
画
を
策
定
す
る
。

 

市
長

②
体
育
館
、
運
動
場
は
社
会

教
育
へ
の
移
管
、
そ
の
他
学

校
施
設
管
理
は
教
育
委
員
会
。

③
統
廃
合
準
備
委
員
会
の
要

望
を
尊
重
し
、
保
護
者
、
地

区
、
公
民
館
と
協
議
し
、
時

間
を
か
け
て
有
効
利
用
と
要

望
に
応
え
た
い
。
ま
た
、
空

き
施
設
は
長
崎
大
学
等
と
積

極
的
に
連
携
を
図
り
、
そ
の

研
究
の
成
果
を
地
域
の
課
題

解
決
や
施
策
へ
反
映
し
た
い
。

④
名
案
は
な
い
が
、
温
泉
と

す
ば
ら
し
い
眺
望
に
加
え
、

他
の
観
光
施
設
と
連
携
す
る

形
で
今
後
も
魅
力
向
上
に
努

め
る
。

観光地として展望を開きたい湯ノ本地区

榊
原　
　

伸 

議
員

Q 

発
展
さ
せ
よ
観
光

①
観
光
案
内
板
に
つ
い
て
、

都
会
の
高
速
道
路
へ
の
案
内

標
識
の
よ
う
に
、
今
の
大
き

な
青
看
板
の
中
に「
一
支
国

博
物
館
」へ
の
案
内
を
入
れ

る
べ
き
。

②
観
光
案
内
所
の
場
所
は
、

誰
に
で
も
解
り
易
い
よ
う
に

す
べ
き
。

③
開
所
予
定
の
福
岡
事
務
所

で
は
、
九
州
新
幹
線
鹿
児
島

ル
ー
ト
の
全
線
開
業
を
利
用

し
て
博
多
駅
に
絞
っ
て
宣
伝

活
動
を
す
べ
き
。

④
観
光
の
目
玉
と
し
て
、
石

田
町
の
松
永
安
左
右
衛
門
翁

の
実
績
と
功
績
を
も
っ
と
世

に
広
め
、
松
永
翁
と
関
わ
り

の
あ
る
電
気
関
係
の
事
業
所
、

長
崎
県
、
他
の
自
治
体
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
は
な

い
か
。

A 

情
報
発
信
を
工
夫

す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
道
路
の
看
板
に

つ
い
て
は
景
観
を

損
な
わ
な
い
よ
う

に
県
と
協
議
を
す

る
。

②
壱
岐
を
売
り
出

す
よ
う
に
観
光
協

会
と
協
議
し
て
工

夫
す
る
。

③
九
州
新
幹
線
で

博
多
駅
を
利
用
す

る
人
は
多
い
の
で
、

福
岡
の
す
ぐ
先
に

壱
岐
が
あ
る
と
い
う
宣
伝
も

大
事
。

④
松
永
安
左
右
衛
門
翁
は
、

日
本
を
代
表
す
る
実
業
家
で

あ
る
。
も
っ
と
壱
岐
出
身
者

と
い
う
こ
と
を
情
報
発
信
し

た
い
。

Q 

今
後
の
下
水
道
事
業

①
下
水
道
加
入
率
と
今
後
の

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
る
の
か
。

②
芦
辺
地
区
の
漁
業
集
落
排

水
整
備
の
現
状
と
今
後
の
取

り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

A 
70
％
を
目
指
す

 

市
長

①
郷
ノ
浦
の
公
共
下
水
道
は

計
画
の
見
直
し
を
し
、
南
部

処
理
区
の
一
部（
壱
岐
高
校

の
上
側
）を
中
央
処
理
区
に

取
り
込
む
。

②
瀬
戸
地
区
は
、
平
成
23
年

度
供
用
開
始
を
予
定
、
芦
辺

地
区
に
お
い
て
は
、
地
元
と

も
う
少
し
協
議
を
し
た
い
。

　

ど
ち
ら
の
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
も
加
入
率
70
％
を
目

指
す
。

郷ノ浦港にある壱岐市観光協会
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一 般 質 問

呼
子　
　

好 

議
員

Q 

獣
医
師
の
確
保

①
肉
用
牛
の
振
興
と
あ
わ
せ

獣
医
師
の
確
保
は
重
要
で
あ

る
。
獣
医
師
定
員
11
名
に
８

名
、
業
務
が
多
忙
で
農
家
へ

の
対
応
が
遅
れ
る
。
獣
医
師

の
健
康
問
題
も
あ
る
の
で
増

員
対
策
を
。

②
獣
医
師
修
学
資
金
貸
与
の

増
額
を
。
現
在
年
額
26
万
８

千
円
を
月
額
10
万
円
に
増
額

し
、
学
生
・
学
校
に
周
知
を

図
り
後
継
者
育
成
を
。

③
卒
後
の
教
育
に
つ
い
て
、

臨
床
研
修
６
ヶ
月
の
支
援
を
。

④
診
療
所
事
務
職
員
の
事
業

量
等
、
責
任
の
度
合
い
か
ら

見
て
正
職
員
化
は
出
来
な
い

か
。A 

確
保
に
努
め
る

 

市
長

①
大
動
物
診
療
獣
医
師
は
全

国
的
に
厳
し
い
。
当
面
診
療

補
助
員
を
配
置
し
て
業
務
の

効
率
化
を
図
る
。

②
医
師
・
看
護

師
等
の
修
学
資

金
に
比
べ
安
い

の
で
研
究
し
た

い
。
県
の
獣
医

師
修
学
資
金
制

度
に
つ
い
て
も

周
知
を
図
る
。

③
臨
床
研
修
等

に
職
員
を
派
遣

し
て
、
診
療
技

術
の
向
上
を
図

る
。

④
本
来
、
市
の
業
務
に
は
正

職
員
の
配
置
を
基
本
と
す
る

が
、
診
療
所
は
現
在
の
体
制

を
維
持
し
た
い
。

Q 

県
道
整
備
早
急
に

①
郷
ノ
浦
〜
渡
良
浦
線
は
残

り
400
ｍ
、
郷
ノ
浦
〜
初
瀬
線

は
９
割
が
未
整
備
。
危
険
な

箇
所
か
ら
早
期
整
備
を
県
に

強
く
要
望
し
て
ほ
し
い
。

②
大
災
害
発
生
の
折
、
建
設

業
者
と
の
支
援
体
制
の
協
定

は
出
来
て
い
る
か
。

A 

精
力
的
に
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
地
区
公
民
館
か
ら
も
要
望

書
が
来
て
お
り
、
本
路
線
は

バ
ス
路
線
で
も
あ
り
見
通
し

も
悪
く
、
要
改
良
路
線
と
の

認
識
は
あ
る
が
、
県
単
独
事

業
で
局
部
的
な
改
良
を
検
討

し
て
い
る
と
の
回
答
を
受
け
、

精
力
的
に
陳
情
を
行
う
。

②
壱
岐
地
域
災
害
支
援
協
定

を
土
木
関
係
19
業
者
、
管
工

事
で
17
業
者
と
締
結
し
迅
速

に
対
応
す
る
体
制
を
取
っ
て

い
る
。

診察中の獣医

市
山　
　

繁 

議
員

Q 

雇
用
の
創
出

　

壱
岐
島
に
は
男
性
の
雇
用

の
場
が
少
な
く
、
男
性
雇
用

に
つ
な
が
る
公
共
事
業
の
拡

大
と
、
農
水
産
商
工
業
と
の

連
携
・
強
化
、
新
分
野
の
進

出
支
援
策
は
。

A 

強
く
要
望

 

市
長

　

公
共
事
業
予
算
確
保
に
つ

い
て
国
県
へ
強
く
訴
え
て
い

る
。
農
水
産
商
工
業
と
の
連

携
も
重
要
な
施
策
で
あ
り
、

県
の
政
策
に
呼
応
す
る
形
で

考
え
て
い
く
。

Q 
民
間
業
務
委
託

　

全
国
的
に
経
費
節
減
等
専

門
的
雇
用
サ
ー
ビ
ス
面
か
ら
、

民
間
業
務
委
託
を
し
て
い
る

が
市
の
取
り
組
み
は
。

A  
積
極
的
に
取
り
組
む

 

市
長

　

現
在
15
の
施
設
で

指
定
管
理
を
行
っ
て

い
る
が
、
離
島
地
域

で
あ
る
た
め
民
間
委

託
が
進
ま
な
い
。
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は
民
間
で
十
分
や
れ

る
と
思
う
。
こ
れ
か

ら
も
積
極
的
に
取
り

組
む
。

Q 
超
過
勤
務
の

     

状
況
に
つ
い
て

①
職
員
の
削
減
で
、

職
場
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
及
び

超
過
勤
務
が
増
加
し
て
い
な

い
か
。

②
超
過
勤
務
の
労
働
時
間
の

規
定
と
業
務
管
理
は
。

A 

削
減
に
努
め
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
職
員
の
削
減
に
よ
っ
て
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
い
て
は

な
ら
な
い
。
削
減
に
比
例
し

て
時
間
外
勤
務
が
増
え
て
い

る
こ
と
は
な
い
。

②
年
間
240
時
間
を
超
え
な
い

よ
う
に
努
め
、
上
司
の
決
裁

に
よ
り
実
施
。　

Q 
梅
屋
庄
吉
・
孫
文

　

中
国
の
革
命
政
治
家
・
孫

文
を
物
心
面
で
支
援
し
た
梅

屋
庄
吉
の
妻
が
勝
本
町
出
身

で
あ
る
。
県
の
辛
亥
革
命
100

周
年
事
業
に
市
と
し
て
の
協

力
は
。

A 
県
と
連
携

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

積
極
的
に
県
と
連
携
し
て

情
報
発
信
に
努
め
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
繋
げ
た
い
。

公共事業で雇用の場を
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一 般 質 問

中
村
出
征
雄 

議
員

Q 

病
院
改
革
の
方
向
性

①
長
崎
県
病
院
企
業
団
の
旧

離
島
医
療
圏
組
合
加
入
の
９

病
院
の
医
師
数
は
、
平
成
20

年
５
月
１
日
現
在
102
名
で
あ

っ
た
が
現
在
は
何
名
か
。

②
平
成
23
年
度
予
算
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
繰
入
金
は
４

億
９
千
万
円
で
１
億
５
千
900

万
円
の
赤
字
計
上
。
年
度
末

の
累
積
赤
字
は
21
億
８
千
万

円
の
見
込
み
で
、
数
年
後
に

は
30
億
円
近
く
の
累
積
赤
字

に
な
る
の
で
は
。

③
壱
岐
市
民
病
院
の
方
向
性

に
つ
い
て
、
長
崎
県
病
院
事

業
団
に
直
ち
に
加
入
し
改
革

す
べ
き
。

④
職
務
に
応
じ
た
給
与
格
付

を
わ
た
り
運
用
し
て
い
る
病

院
職
員
給
与
構
造
を
早
急
に

改
革
す
べ
し
。

⑤
齋
藤
市
民
病
院
顧
問
の
、

病
院
改
革
の
最
終
的
な
ま
と

め
、
提
言
等
は
い
つ
頃
に
な

る
の
か
。

A 

憂
慮
す
べ
き
状
況

 

市
長

①
平
成
22
年
12
月
現
在
、
89

名
で
13
名
の
減
。
医
療
圏
組

合
所
属
の
医
師
は
把
握
し
て

い
な
い
。

②
経
営
形
態
の
変
更
な
ど
抜

本
的
な
改
革
を
行
わ
な
い
限

り
、
こ
の
状
況
は
続
く
と
予

想
さ
れ
る
。

③
財
産
の
移
譲
や
責
務
の
問

題
な
ど
調
整
す
べ
き
事
項
が

多
い
。
慎
重
に
考
え
た
い
。

④
職
員
給
与
の
見
直
し
は
重

要
な
課
題
。
職
員
組
合
と
も

話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

⑤
現
在
も
指
導
・
助
言
を
頂

い
て
お
り
、
適
宜
指
導
を
受

け
る
よ
う
に
し
て
い
く
た
め

最
終
的
助
言
等
、
特
に
期
限

は
決
め
て
な
い
。

久
間　
　

進 

議
員

Q 

三
島
に
診
療
所
を

　

三
島
地
区
は
高
齢
化
に
伴

い
、
独
居
・
２
人
暮
ら
し
の

方
々
に
と
っ
て
は
フ
ェ
リ
ー

で
の
通
院
等
が
困
難
で
あ
る
。

特
に
大
島
は
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
が
50
％
を
占
め
て
お

り
診
療
所
の
開
設
が
急
務
で

あ
る
。
医
師
の
確
保
に
つ
い

て
は
光
風
に
、
施
設
に
つ
い

て
は
漁
協
の
有
休
施
設
を
そ

れ
ぞ
れ
内
諾
を
得
て
い
る
。

先
ず
は
週
１
回
の
出
張
診
療

の
開
設
を
。

A  
開
設
し
た
い

 

市
長

　

三
島
地
区
住
民
の
健
康
保

持
の
た
め
、
健
康
相
談
・
健

康
教
育
・
保
健
指
導
・
介
護

予
防
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

診
療
所
を
開
設
す
る
事
に
よ

り
三
島
の
方
々
の
医
療
の
安

全
安
心
に
医
師
確
保
が
ク
リ

ア
す
れ
ば
、
離
島
振
興
法
に

よ
る
無
医
地
区
を
無
く
す
観

点
か
ら
実
現
し
た
い
。

Q 

待
合
所
の
改
善
を

　

現
在
の
フ
ェ
リ
ー
み
し
ま

待
合
所
は
テ
レ
ビ
空
調
設
備

が
整
い
若
者
に
は
申
し
分
な

い
が
、
高
齢
者
や
病
人
に
と

っ
て
は
３
時
間
以
上
の
待
ち

時
間
の
時
は
、
イ
ス
で
は
横

に
も
な
り
に
く
く
大
変
。
待

合
所
の
一
部
に
畳
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
は
で
き
な
い
か
。

A  

設
置
を
検
討
す
る

 

市
長

　

高
齢
者
向
け
の
待
合
室
の

必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。
み

し
ま
航
路
は
、
国
県
の
補
助

事
業
で
あ
り
協
議
の
上
、
設

置
を
考
え
た
い
。

フェリーみしま待合所

市民病院の手術室
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玄海原子力発電所と壱岐市との位置を確認しておこう。

原
子
力
発
電
所
の
更
な
る
安
全
性
の
確
保
を

求
め
る
た
め
の
意
見
書

　

今
回
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
地
震

に
よ
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
大
規
模
な
事
故
は
、
27
㎞
の
距
離
に
九
州

電
力
玄
海
原
子
力
発
電
所
を
控
え
る
壱
岐
市

民
と
し
て
は
、
到
底
看
過
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
あ
る
。

　
「
原
発
は
安
全
で
あ
る
。」と
い
う
神
話
は
、

完
全
に
崩
壊
し
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

予
想
の
範
囲
を
超
え
た
事
態
と
か
、
数
百
年

に
一
度
の
地
震
と
い
う
の
は
、
現
実
に
起
き

て
い
る
悲
劇
に
目
を
背
け
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
一
方
で
原
子
力
発
電
の

必
要
性
は
認
め
る
も
の
の
、
政
府
に
お
か
れ

て
は
次
の
様
に
対
処
さ
れ
る
事
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

１
． 

九
州
電
力
が
管
轄
す
る
玄
海
原

子
力
発
電
所
に
つ
い
て
、
想
定

し
て
い
る
地
震
の
規
模
と
安
全

性
の
情
報
公
開
。

２
． 

原
子
力
発
電
所
設
置
は
、
当
該

市
町
村
と
隣
接
す
る
自
治
体
の

同
意
の
み
が
要
件
で
あ
る
設
置

条
項
を
改
訂
さ
れ
た
い
。（
少
な

く
と
も
、
事
故
の
被
害
が
予
測

さ
れ
る
30
㎞
圏
内
の
自
治
体
の

同
意
を
必
要
と
す
る
。）

３
． 

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
と
被

害
の
補
償
は
、
す
べ
て
国
の
責

任
で
あ
る
事
を
明
確
に
し
、
安

全
基
準
の
改
定
と
既
存
施
設
の

安
全
性
の
見
通
し
を
求
め
る
。

４
． 

国
民
保
護
法
に
則
っ
た
、
国
民

保
護
計
画
の
見
直
し
を
求
め
る
。

　

以
上
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

に
よ
り
意
見
書
を
提
出
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
18
日

 

　

長
崎
県
壱
岐
市
議
会

　

内
閣
総
理
大
臣
外
、
関
係
機
関
へ

送
付
し
た
。

高校生のフェ
リーは無料にし
てほしい。　
16歳

１年を過ぎた博物館の入場
者減の報道、島国であるためどう
してもオフシーズンの観光客の来島
が減るのは当然である。では、地元のリ
ピーターを増やす策、子ども達のキッズ
コーナー春夏冬休みに、科学館や宇宙館
等、子ども達が関心を持つようなことを
少しづつ取り入れていくと、今日は、
今週は、今月は何があるよと親子で
行くようになるのでは。我々も何
回も行ったけど変わり映えが

なく残念。　60歳
議会だよりが届

くのを楽しみに待っ
ております。狭い壱岐で
も今どの様な事が話題にな
っているのか、又自分達が
知らない情報を見聞出来
とても嬉しいです。ク
イズも楽しみになり

ます。　75歳

ズズズズズズズズ
館館館館館館
をををををををををををを

一支国博物館によって、
観光客はどのくらい増えて、

今の状況はどうですか??　12歳

　平成22年の観光客数を推測する指
標（九州郵船とORCの乗降客）では
0.7％の減ですが、高速道路無料化や
口蹄疫等で離島の観光産業に影響
を受けたにもかかわらず減少率
がそれでとどまったのは、一

支国博物館の効果があ
ったようです。

チューリップ畑 (郷ノ浦町庄触)

議会だよりクイズの応募の
中で、お寄せいただいたご
意見やご感想をご紹介
するコーナーです。

玄海原子力発電所

30km圏内



第
29
号

編　

集　

後　

記

壱岐市議会だよりは地球に優しい大豆油のインキで印刷されています。

壱岐市ホームページ
（http://www.city.iki.nagasaki.jp）の
市議会のインデックス（見出し）を検索す
ると、市長行政報告および議員の一般質
問の音声を生で聞くことができます。また
市議会会議録は、議会事務局・市役所本
庁（総務課）・各庁舎（市民生活班）・各
図書館で閲覧できます。ご利用ください。

○公職選挙法の規定について
　お中元・お歳暮や、祝儀・
見舞い等の金品を送ることや、
暑中見舞い・年賀状などの挨
拶状や有料の広告は禁止され
ております。
　市民みなさまのご理解とご
協力をお願い申し上げます。

壱岐市議会議員一同

○編集　 議会広報特別委員会
〒 811-5521  
長崎県壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　TEL：0920-42-1111
　　FAX：0920-42-0096
【 E-mail 】  iki-gikai@city.iki.lg.jp
【 ＵＲＬ 】  http://www.city.iki.nagasaki.jp

　

天
変
地
異
と
は
脅
威
に
尽
き
る
。
東
北
、
関
東
地
方

を
襲
っ
た
大
地
震
は
、国
内
観
測
史
上
最
大
級
の
超
巨

大
地
震
で
あ
り
未
曽
有
の
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　

多
く
の
尊
い
人
命
・
財
産
を
一
瞬
の
内
に
奪
い
去

り
ま
し
た
。

　

震
災
に
よ
り
、お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
多
く
の
皆

様
に
対
し
、心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
地
の
復
興
に
は
困
難
を
極
め
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
ま
す
が
、一
日
も
早
い
復
興
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
悲
し
み
を
胸
に
我
々
は
新
た
な
る
旅
立
ち
を

誓
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　

親
子
の
絆
と
は
何
か
。
命
と
は
何
か
を
直
視
し
て
問

う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

国
民
お
よ
び
、
地
域
住
民
す
べ
て
が
慈
愛
の
心
を
育

む
必
要
性
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
議
員
は
、「
思
い
や
り
の
あ
る
政
治
、
足
で

歩
く
政
治
、
考
え
る
政
治
」そ
う
し
た
市
政
の
推
進
に

真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
率
直
な
る
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
音
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委
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委
員　

呼
子　

好

第9回

第8回クイズの答え
①壱岐島荘  ②TPP  ③子ども議会
応募総数15人で全問正解者は10人で
した。ご応募ありがとうございました。

正解マル!!正解マル!!

おめでとうおめでとう

　パチパチ
!!

　パチパチ
!!

～ 第8回クイズの当選者 ～
長岡大紋様　岩井英里香様
北島のぞみ様　谷本夢羽様
吉富純子様 　（順不同）　
おめでとうございます！ 

待ってるよ
待ってるよ　ピース!!
　ピース!!

クイズに答えて
図書カード（1,000円）
が当たります。皆さんの
ご応募待ってまーす☆

６月定例会は
　６月10日（金）
　開会の予定です。
ケーブルテレビで
議会中継も
始まるよ。

クイズ　次の問題に答えよう

その①　 平成23年度に草スキー場ができる公園
の名前は？

その②　 イルカパークに新しく購入するイルカは
何頭？

その③　 壱岐に生息するシカは約何頭くらいか
な？

　ヒント　 この議会だよりの中に答えがあり
ますので、最初から最後まで読んで
みてください。

《応募方法》クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書きのうえ、
ハガキでご応募ください。
議会だよりを読んだご感想や、議会へのご意見等もお書
き添えください。
ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、できるだけご紹
介させていただきます。
正解者の中から、抽選で５名の方に図書カード 1,000 円
分をお贈りします。
 （当選者の発表は次号に掲載）

《あて先》  〒 811-5521
　　　　　　壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　　　　　　　壱岐市議会事務局 宛
《しめきり》平成 23年５月 31日（当日消印有効）

《個人情報の取り扱いについて》ご記入いただきました個人情報は、賞品発送・当選者発表および『市民の声』等の
目的以外には利用いたしません。

八幡保育所の
おともだち

りーちゃん
ゆうちゃん

はーちゃん

I K I
CITY


